
 

 

 

 

 

 

 

今年度の文化発表会は、３年生の修学旅行を延期した関係で、１０月２３日(土)に計画してい

たのを上記期日に変更して開催しました。コロナ感染症対策で、文化発表会の目玉でもあった全

校合唱を中止せざるを得なくなりましたが、幸い、コロナ感染も落ち着いており、今現在できる

範囲での発表会を行いました。来賓や地域の方々の出席は自粛をしてもらいましたので、保護者

の方々以外の地域の方々に披露することができませんでした。それでものべ７８名の保護者の

方々の参観をいただき、子どもたちの活躍を見てもらうことができました。ありがとうございま

した。「Ｗｅ ａｒｅ Ｏｎｅ～距離は保ち、心は近くに～」というスローガンをもとに、子どもた

ちはそれぞれの役割でしっかりと練習を重ね、質の高いすばらしい文化的な発表ができたのでは

ないかと思います。 

１ 英語朗読「Ｔｈｅ Ｇｉｖｉｎｇ Ｔｒｅｅ」 

ステージ発表のトップバッターは、３年生による英 

語朗読でした。発表してくれたメンバーは「西山紗和 

さん、三原小和さん、池上廉くん、荒木陽奈さん、筒 

井巴那さん、松尾綾菜さん」です。日本語では「おお 

きな木」のタイトルで知られている大きなりんごの木 

と男の子のお話です。りんごの木はいつも遊びに来る 

男の子が大好き。男の子もりんごの木が大好きでした 

が、年月が経つうちに男の子はどんどん変化し、やさ 

しいりんごの木は男の子のどんな望みも叶えてあげようするお話でした。 

２ １年生劇「Ｄｏ ｙｏｕ 農業？」 

１年生のステージ発表は、総合的な学習の時間を通 

して学習した郷土学習のうち、農業に関しての体験及 

び調べ学習の成果をステージの劇を通して発表してく 

れました。また、１学期に南区の溝上さんの農園で、 

体験した「スイートコーンの種植えや収穫」について 

の話やたまねぎについての調べ学習等、郷土「福富」 

を誇りに思う気持ちを育むことができた取組だったのではないでしょうか。私も１年生の発表を

見て、たまねぎの種類がたくさんあることを知ることができました。 

３ ２年生ステージ発表「クイズ！礼儀作法？」 

２年生のステージ発表は、総合的な学習の時間を通 

して学習した職場体験に向けての「礼儀作法」につい 

てクイズ形式で、みんなで学ぶものでした。２年生の 

子どもたちは先日配付した「タブレット」を使って調 

べ学習をしてくれました。そして礼儀作法特にあいさ 

つについて福富中のみんなにもっと元気よく、相手に 

伝わるようにしようと訴えました。とてもすばらしい 

ことです。 
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４ ３年生劇「ラン・ベイビーズ・ラン」 

３年生の劇は、1945 年 8 月、中学校の元教師と教え 

子、そして憲兵の物語です。教え子４人が、元教師で 

ある先生の名誉を守るため走り続けて、最後は、戦争 

の犠牲になってしまう物語です。この劇を通して平和 

とは、勇気とは何かを考えさせられるものでした。さ 

すが３年生と感動する演技でしたし、福富中学校文化 

発表会の伝統でもある３年生の劇を見事に演じること 

ができました。修学旅行終了後、ほぼ１週間での仕上 

げでしたが、見事なものでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期日 内容 期日 内容

３年生実力テスト 11月17日(水) 後期中間テスト(３年生のみ)

全校集会・フッ化物洗口 11月18日(木) 後期中間テスト

県下一斉ノーテレビデー 後期中間テスト

11月2日(火) ３年生実力テスト 避難訓練(不審者)

教育相談(12日まで) いじめ防止講演会１年

保育実習(３の１)福富保育園にて フッ化物洗口

11月5日(金) 保育実習(３の２)福富保育園にて 11月24日(水) ３年生三者面談（30日まで）

11月8日(月) フッ化物洗口 芸術劇場３年生

11月11日(木) 小中合同あいさつ運動(小学校) 沖縄歌踊劇団ワークショップ

小中合同あいさつ運動(中学校) フッ化物洗口

郷土料理教室(2年生) スクールソーシャルワーカー来校

11月15日(月) フッ化物洗口 11月30日(火) １年ミュージアムキャラバン隊来校

11月12日(金)

11月19日(金)

11月26日(金)

11月29日(月)

11月22日(月)

11月1日(月)

11月4日(木)

九州大学大学院工学部助教授の執行先生をお招きして、 

放射線に関する講義と実験をしてもらいました。エネル 

ギー・放射線等専門家派遣事業に応募して派遣をしても 

らったものです。放射線とは何かということから始まり、 

放射線の大きさ、放射線の速さ、食品中の放射性物質カ 

リウム 40、身近な物からの放射線等難しい話を分かりや 

すく説明していただきました。その後、実際に「はかる 

くん」という測定器で、いたるところの放射線量を量り 

ました。学校の中でも放射線が多かった場所、少なかっ 

た場所と様々だったようです。Ｘ線、陽子線、重粒子線 

等病気の治療にも活躍している放射線ですが、正しい知 

識を正しく理解するよい機会になったようです。 
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